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1. はじめに 

REBa2Cu3O7 (RE123, RE:希土類元素)は 90 K級

の臨界温度および磁場下での優れた臨界電流特

性を有する。しかし、粒界の電気的結合が弱いため、

RE123 の実用化には 2(3)軸結晶配向制御が必要

となる。我々は物質の結晶磁気異方性を利用した

回転変調磁場 による 2(3)軸結晶配向法に着目し

ている。また、回転変調磁場として、静止させる工程

と回転工程が分離した間欠回転磁場を主に用いて

きた。本研究では、別の回転変調磁場として静止の

効果と回転の効果が一つの工程に含まれている首

振り回転磁場に着目し、首振り回転磁場下の双晶

組織を持つ RE123 粉末の配向挙動を明らかにする。 
 

2. 実験方法 

酸素アニールした(Y1-xErx)Ba2Cu3O7 [(Y,Er)123, 

x=0, 0.5, 1]焼結体をメノウ乳鉢で粉砕し、斜方晶の

(Y,Er)123 粉末を得た。なお、本焼成の条件は圧粉

成形を経て大気中、950°C もしくは 960℃とした。粉

末：エポキシ樹脂=1:10 の重量比で混合し、試料回

転方式の首振り回転磁場下で室温にて硬化させ、

粉末配向体を得た。Fig. 1に首振り回転磁場の発生

方法の概念図を示す。ここで、直方体試料の互い

に直交する各側面を, , 面とする。水平磁場

(0Ha)を常に面と平行にし、面の法線と水平磁

場がなす角をとする。回転速度(1 ~ 60 rpm)で、

maxを 1.8°～90°の範囲で設定し、=±max となると

きに折り返しをさせることで、首振り回転磁場を発生

させた。得られた磁場配向体について、, , 各面

の XRDパターンから磁化軸(第 1磁化容易軸 、

第 2磁化容易軸、磁化困難軸) を決定し、極

点図から配向度を決定した。 

 
Fig. 1 Experimental configuration in oscillated 

rotation magnetic fields. 

3. 結果と考察 

Fig. 1 で示した首振り回転磁場では、原理的に

＜90°のとき、第 1 磁化容易軸が面、第 2 磁化容

易軸が面、磁化困難軸が面の垂直方向に向く。

また、磁化率の関係は Y123 でc>a>b であり、

(Y0.5Er0.5)123および Er123ではb>a>cである[1]。

Fig. 2 に (Y,Er)123 粉末配向体の(103)極点図から

算出した配向割合(F)と回転速度()の関係を示

す。 Fig. 2 の結果は、どの(Y,Er)123 においても

=5 rpm 以上であれば配向度が変化しないことを

示している。間欠回転磁場で Er123 粉末配向体を

作製する場合、回転速度を遅くすると ab 面内の配

向度は低下していたが、首振り回転磁場ではこの傾

向はあまり見られない。厚膜作製における問題点の

一つである回転による低粘性スラリーによる流動を、

首振り回転磁場であれば解決できる可能性がある。

当日は(Y,Er)123 の回転角度(maxと配向度(F)

の関係に加えて、配向エネルギーとの関係、 ス

ラリーから作製した(Y,Er)123 配向厚膜の結果に

ついても報告する予定である。 

0 10 20 30 40 50 60 70
0

20

40

60

80

 

 

 Y123

 (Y
0.5

Er
0.5

)123

 Er123

F
 (
%)

(rpm


0
H

a
= 5 T,

max
 = 45°

 

Fig. 2  Relationship between F and under an 

oscillated rotation magnetic field with 0Ha = 5 T and 

max= 45°. 

 

謝辞 

本研究の一部は、JST・研究成果最適展開プログ

ラム(A-STEP, ステージ I)および科学研究費助成事

業(17H03235)の助成を受けて実施したものである。 

 

参考文献 

[1] 藤岡ら, H27 春応用物理学会 12p-A2-12 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)19a-B401-7 

© 2018年 応用物理学会 10-071 11.1


